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調和のとれた心豊かな住みよい
足立をめざして 基本計画まとまる

区
は
、
足
立
区
の
望
ま
し
い
姿
を
描
い
た
「
足
立

区
基
本
構
想
」
を
受
け
て
、
こ
れ
を
具
体
的
に
実
現

す
る
た
め
、
基
本
計
画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
お
り

ま
し
た
。
こ
の
程
、
計
画
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
先
に
基
本
計
画
原
案
を
区
の
お
知
ら
せ

で
お
示
し
し
、
区
民
の
皆
様
な
ら
び
に
区
議
会
等
か

ら
、
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
要
望
を
い
た
だ
き
最
終
的

に
区
の
計
画
と
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
区
の

施
策
は
、
こ
の
計
画
に
も
と
づ
い
て
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
区
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

足
立
区
基
本
計
画
は
、

第
一
章

計
画
の
基
本
的
考
え
方

第
二
章

計
画
の
前
提

第
三
章

課
題
別
計
画

第
四
章

土
地
利
用
計
画

第
五
章

計
画
実
現
の
た
め
の
条
件

整
備

の
各
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
計
画
で
は
、
区
が
実
施
主
体

と
な
る
計
画
事
業
と
と
も
に
、
区
の

権
限
以
外
の
国
、
都
等
の
施
策
に
つ

い
て
も
。
区
民
福
祉
向
上
の
立
場
か

ら
、
そ
の
実
現
を
要
請
す
べ
き
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

計
画
の
基
本
目
標

基
本
計
画
は
、
基
本
構
想
を
実
現

す
る
た
め
、
そ
の
施
策
を
具
体
化
す

る
も
の
で
あ
り
、
基
本
構
想
が
め
ぎ

す
足
立
区
の
望
ま
し
い
将
来
像
と
し

て
の
六
本
の
柱
を
、
こ
の
計
画
の
目

標
と
し
ま
し
た
。

計
画
の
期
間

昭
和
五
十
五
年
度
か
ら
昭
和
六
十

四
年
度
ま
で
の
十
か
年
間
と
し
、
そ

の
実
効
性
を
担
保
す
る
た
め
、
計
画

事
業
に
つ
い
て
は
前
期
(
五
十
五～

五
十
九
年
度
)
・
後
期
(

六
十
上
(

十
四
年
度
)

に
分
け
て
実
施
時
期
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

〇
計
画
の
内
容

各
施
策
ご
と
に

①
現
状
と
課
題

②
計
画
の
目
標

③
施
策
の
体
系

④
計
画

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

施
策
の
体
系
(
四
・
五
面
掲
載
)

は
、
六
百
七
項
目
の
事
業
か
ら
な
っ

て
お
り
、
計
画
事
業
(
二
二
子

六

面
掲
載
)

に
つ
い
て
は
、
計
画
期
間

内
に
達
成
す
べ
き
事
業
と
、
そ
の
量

を
定
め
ま
し
た
。

計
画
の
前
提

〇
人
口
推
計

計
画
目
標
の
昭
和
六
十
四
年
度
末

に
は
お
お
む
ね
、
六
十
七
万
三
千
人

と
推
計
し
て
お
り
ま
す
。

〇
財
政
計
画

区
財
政
に
つ
い
て
は
、
計
画
期
間

内
(
十
か
年
間
)
の
財
政
規
模
総
頡

を
お
お
む
ね
一
兆
三
千
億
円
(

前
期

五
千
億
円
・
後
期
八
千
億
円
)

程
度

に
な
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

〇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

基
本
計
画
は
、
区
民
参
加
に
よ
る

真
の
自
治
を
確
立
す
る
た
め
、
基
調

を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
お
き
、

各
種
の
施
策
を
体
系
化
し
、
そ
の
推

進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
、

「
人
間
性
の
回
復
を
め
ざ
し
、
心
の

ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ま
ち
を
実
現
す
る

た
め
に
、
現
代
社
会
で
失
わ
れ
つ
つ

あ
る
住
民
相
互
の
連
帯
を
深
め
、
住

民
自
ら
が
自
主
性
と
主
体
性
を
も
ち
。

責
任
を
自
覚
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
行
動
で
き
る
地
域
社
会
」
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

〇
地
域
構
成

住
民
の
安
全
・
健
康
・
快
適
・
利

便
を
考
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
計
画
的

に
進
め
る
た
め
、
「
基
礎
住
区
」
、

「
住
区
」
、
「
ブ
ロ
ッ
ク
」
を
設
定

し
ま
し
た
。
(

八
面
掲
載
)

〇
公
共
施
設
の
整
備
基
準

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
発
展
と
、

区
民
生
活
の
充
実
の
た
め
地
域
に
整

備
さ
れ
る
公
共
施
設
は
、
そ
れ
ぞ
れ

基本計画策定にあたって

区民のみなさんと
一体 となってのまちづくり

足立区長職務代理者
助役 古 性 直

足立区では、21世紀をめぎした足立区のまちづくり

の憲法といわれる基本構想が指し示す「区と区民 が一

体となっての望ましい足立区の建設」を実現するため、
足立区基本計画を策定しました。

区民 の皆様には、この計画策定に際し、貴重なご意

見、ご要望をいただき ましたことを厚くお礼申 し上げ

ます。

この基本計画は、これからの10年間に、区は何をど

れだけなすべきか、区民 の皆様にご協力をいただくの

は何か、国や都に何を要望していく。のかなどについて、

具体的な目標を示 すものです。

この基本計画の実現には、財政上の制約など多くの

困難が予想されますが、その障害をひとつひとつのり

こえ、着実に前進していきたいと考えてい ます。

故長谷川久勇 前区長は、「調和のとれた住みよい足

立」の実現に情熱を傾注されておりました。区は、前

区長の遺志を継承し、計画実現に努力してまいりたい

と存じます。

区民の皆様をはじめ、関係機関におかれましても計

画の内容を十分にご理解のうえ、積極的な参加、ご協

力をお願いいたし ます。

基
本
計
画
の
目
標

1
、
首
都
の
生
活
を
さ
さ
え
る
自
立
す
る
ま
ち

2
、
緑
と
水
の
豊
か
な
潤
い
の
あ
る
ま
ち

3
、
連
帯
し
て
築
く
心
の
ふ
れ
あ
い
の
豊
か
な

ま
ち

4
、
健
康
と
安
全
が
保
障
さ
れ
安
心
し
て
住
め

る
ま
ち

5
、
交
通
施
設
の
と
と
の
つ
た
便
利
な
ま
ち

6
、
歴
史
や
風
土
を
愛
し
豊
か
な
教
育
が
保
障

さ
れ
文
化
の
創
造
で
き
る
ま
ち
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地
域
に
総
合
的
、
体
系
的
に
配
置
さ

れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
施
設
の

整
備
基
準
を
設
定
し
ま
し
た
。
な
お
一

主
要
公
共
施
設
の
配
置
パ
タ一
ン
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。■ 区内 を13のブロックに分け、

それぞれの地域 特性を考慮し、

基本計画の最終年次における

人口規模を六十七万三千人と

推計しました。

ブロック別将来人口予測図

上段　昭和65年推計人口 673, 000人

下 段( 　) は昭 和55 年1 月1 日 住 民 基本 台 帳 人 口

618, 703 人

①- ⑬ は 、 ブロ ッ ク 番 号 で す。

主要公共施設の配置パタ一ン

1

首
都
の
生
活
を
さ
さ
え
る
自
立
す
る
ま
ち

足
立
区
が
地
方
自
治
体
と
し
て
真

に
自
立
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
さ

さ
え
る
足
立
区
産
業
(
商
一
工
・
農

業
)
の
振
興
を
図
り
、
区
民
が
経
済

的
に
も
自
立
し
、
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
区
の
自
治
権
の
拡
充

を
図
り
、
執
行
権
限
の
拡
大
、
財
政

基
盤
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。
区
政

の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
区
民
自
治

の
原
則
を
遵
守
し
、
区
民
の
参
加
と

協
力
を
求
め
、
区
民
に
開
か
れ
た
行

政
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
自
立
す
る
ま
ち
を
築
く
た

め
、
足
立
区
の
東
京
都
に
お
け
る
地

域
特
性
を
十
分
考
慮
し
、
産
業
の
振

輿
を
図
り
ま
す
。
特
に
中
小
零
細
企

業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
経
営
の
合

理
化
。
近
代
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

積
極
的
な
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

計

画

事

業

区
民
自
治
の
推
進

〇

広
報
活
動
の
充
実

・

区
の
お
知
ら
せ
発
行

前
期

月
二
回
発
行

後
期

月
三
回
発
行

・

広
報
映
画
の
制
作

前
期

年
一
編

五
榻

後
期

年
一
編

五
編

〇

広
聴
活
動
の
充
実

一

区
長
移
動
応
接
室
の
開
催

前
期

年
八
回

四
〇
回

後
期

年
J
三
回

六
五
回

・

世
論
調
査
の
実
施

前
期

年
一
回

五
回

後
期

年
一
回

五
回

・

施
設
見
学
会
の
開
催

前
期

年
二
〇
回

一
〇
〇
回

後
期

年
三
〇
回

匸
五
〇
回

(
区

職
貫

参
加

に
よ
る

ミ
一
一

対

話
集

会
の
併

催
)

・

ぼ
尺
相
談
の
推
進

区
民
相
談
の
充
実
、
後
期
に

お
け

る
巡
回

区
民

相
談
室

の
新

設

〇

区
政

食
料
室

の
設

置

前
期

本
庁
舎

内
に
一

か
所

魅

力

あ

る

中

心

市

街

地

の

形

成

と

地

元

商

業

の

育

成

〇

駅

前
商

業
地
区

の
再
開

発
・
整

禰
再

開
発

基
本
構

恕
一

基
本
訐

画

の

策
定

丘
地
区

○

商
店

の
協

業
化

、
組

織
化

尖
態

斜
査

の
実

施
、

協
業

化
、

組
織

化
へ
の

周
知

、
実

施
委

員
会

の

設
置

商
店

街
診

断
・

指
4

、

共
同

仕
入

資
金
等

触
資
制

度

の
検

討
等

地

場

産

業

の

育

成

と

都

市

型

工

業

へ

の

転

換

〇

工

場
の
集

団
化

一
組

織
化

実

態
調
査

の
実

施
、

講
習
会

の

開
催

、
融

資
制
度

の
周

知
、

行
政

指
4

等

○

商
エ

セ

ン
タ
ー

の
建

設

後
期

一
館

農

業

振

興

と

農

地

の

環

境

保

全

機

能

と

し

て

の

活

用

〇

都

市
農

業
公

園
の
設

置

前
期

一

か
所

〇

区

民
農

園
の
設

置

的
期

七

か
所

後
刈

六
か
所

2

緑

と

水

の

豊

か

な

潤

い

の

あ

る

ま

ち

緑
と
水
は
人
間
生
活
の
う
え
で
不

可
欠
の
も
の
で
す
。
失
な
わ
れ
た
自

然
環
境
を
と
り
も
ど
し
、豊
か
で
潤

い
の
あ
る
都
市
環
境
を
つ
く
り
だ
し
、

区
民
か
人
間
ら
し
い
快
適
な
生
活
が

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
魅
力
あ
る
公
園
の
塾一

備
、
荒
川
河
川
敷
の
曁
備
に
よ
る
総

合
的
な
利
用
、
公
共
一
民
川
緑
化
の

推
進
、
失
な
わ
れ
た
水
面
の
回
復
を

得
る
た
め
の
中
小
河
川
・
水
路
の
親

水
的
整
備
な
ど
区
民
に
親
し
ま
れ
る

環
境
の
竪
備
に
努
め
ま
す
。

計

画

事
業

中
小
河
川
・
水
路
の
親
水

的
利
用

〇

レ
ク
リ

ェ
一

シ
ョ

ン
施
設

の
整

備前
川

一
、
タ

レ
乃
一
メ
ー
ト

ル

後
期

二
≒

じ

⑤
メ
一

ト

ル

○

親
水

水
路

の
整
備

前
期
斤
、
L
O
凵
y
j
ト
ル

後

期

四

、
川

六
〇

メ
一

ト

ル

荒

川

河

川

敷

の

総

合

的

利

用
○

河

川
敷
公

園
の

造
成

、
整
備

・

公
園

・
緑
地

の
造

成
り

備

前
朋

八

卜
一
、
リ

い

帽
淤
む

メ
一

ト

ル

後
期

…
…
'い」‥一
一

リ

卜
y
t

な

メ

ー

ト

ル

・

運
動
場

の
造

成

、
り
備

前
期

し
0
0

こ

○
が
な

メ
ー

ト

ル

後

期
一

一
C

、
し
O
O

平

り
メ

一

ト
ル

魅

力

あ

る

公

園

・

緑

地

の

整

備

と

茎

地

公

園

の

確

保

〇

公

剛
・

緑
地

の
造
成

、
整

備

前
期

、屁
一

川

、
∩

○
一
凵
平
り

メ

一

ト

ル

後
川

儿

六
二

、0
0
0

弔
万

メ

一

ト

ル

ま

ち

に

四

季

の

花

と

緑

の

確

保

C

佰
木
の
栽
培
蒭
乱

前
刈

ヒ
一屁
、O
O
O

夲

後
期

匕
一
h
、
○
じ
O
本
C

防
木
の
配
布

前
期

八
四
、
〇
〇
〇
夲

後
刈

し
瓦
卜
C
O
O

夲
0

公
售
迪
設
の
緑
化

前
刈

扛
ブ
○
○
○
本

後
刈
:

阮
、O
O
O

夲

○

似
道
の
り
備

加
刈

一
一
、0
0
0

メ
一
ト
ル

後
期

一卜
、
○
○
(い
メ
ー
ト
ル

3

連
帯
し
て
築
く
、心
の
ふ
れ
あ
い
の
豊
か
な
ま
ち

す
べ
て
の
K
尺
が
人
川
と
し
て
絛

亜
さ
れ
、
安
心
し
て
豐
か
な
上
活
が

で
き
る
よ
う
に
し
ま
4一

。
そ
の
た
め
、f

ど
も
一
乞
癶
、
心
身
障
害
者
な
ど
、

哇
公
的
に
弱
い
包
場
に
あ
る
人
び
と

の
拡
護
を
図
リ
、
そ
の
乍
活
を
守
る

た
り

さ
め
こ
ま
か
な
施
叭
を
実
施
L

、
区
尺
柚
什
の
川
匪
今
M
り
ま
十
。

ま
た
一

地
域

の
な

か
で

の
ぽ

民
の
辿

帯

と

ふ
れ
あ

い
に

从

づ
く
自
一
L
的

、

一
E
休
的

活
動

は
一

地
域

柚
阯

一
ま
ち

づ
く

り
)

推

進
の

大
き

な
勾
で

あ

り

、

人
川
性

川
阪

の
た

め
力

地
破

吐
会
形

成

に
結

び

つ
く
も

の
で

あ
り

ま
す

。

従

っ
て

、
こ
れ
ら

の
糾

織
の
介

成
を
M

る

と
と
も

に

、
そ
の

活
動

の
拡

助

に
努

め
ま
す

。
計
画
事
業

地
域
社
会
の
連
帯
と
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

こ

匯
K
駆
会
所
の
建
設

萌
川

六
か
所

後
期

扛
か
所

定
住
化
を
図
る
住
宅
対
策

O

地
R
計
両
の
作
成

い

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
胚
礎

と
し
て
地
区
計
画
の
作
成

〇

過
密
住
七
地
一
Kの
解
消

沿
密
住
宅
墺
区
り
備
計
画
の
作

成
O

住
川
λ
示
の
幣
備

前
期

一
一
一
・
○
匕
平
方
キ
ロ
メ

一
ト
ル

消
費
者
保
護
と
生
活
物
資

、

エ
ネ
ル
ギ
一

の
安
定
供
給

〇

消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
充
実

後
關

移
転
建
設
J

か
所

児
童
福
祉
と
青
少
年
の
健
全

育
成

O

保
介
閥
の
建
設
、
整
備

・

保
育
剛
の
建
設

的
閭

じ
園

後
期

二
園

・

保
が
刈
の
幣
備

プ
一
ル
改
築
一
窓
枠
改
修
冷
0

児
爪
館
の
建
設

前
刈

一
六
鯨

後
期

瓦
館

○

児
暾
遊
園
の
造
成
、
幣
備

前
刈
l
0

園

後
刈

二
O
閥

婦
人
活
動
の
保
障

〇

婦
人
会
館
の
建
設

前
期

一
館

心
身
障
害
者
の
生
活
の
保

障
と
社
会
参
加

〇

通
所
訓
練
の
充
実
(
身
体
唯
占

者
訓
練
所
の
紅
駿
)

前
期
i

か
所

後
期

こ
か
所

〇

福
祉
作
怎
叫
の
允
火
へ柚
祉
作

業
所
の
建
設
一

前
期

一
か
所

移
転
建
設

一
か
所

後
期

二
か
所
C

障
宅‥者
の
店
設
置
接
鷄

前
期

二
か
所

後
期

一
か
所

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
と

老
人
福
祉

〇

鳥
畛
者
丿
梟
団
の
介
成
(
高
齢

軒
卜
零
団
作
叭
所
の
設
i
一

前
刈

二
か
所

移
転

か
所

後
明

一
か
叫

〇

老
人
柚
阯
施
設
の
整
備
(
包
人

陷
の
建
設
一

面
闡

六
館

後
川

瓦
館

4
　

健
康
と
安
全
が
保
障
さ
れ
、
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち

区

尺

か
仙

康
で
快
皿

な
生

活
を

営

む
こ
と

が
で

き
る

と
と
ら

に
一

公

占
一

夊

鵺

假
害

、
震
災

な
ど

、K

尺
の

生

活

か
一
お
ひ
や

か
卞
哇

々
の
災

害

か
ら

区

尺
の

生
命

を
守

り

、
安

全
な
旡

活

か
で
き

る
よ

う
に
し

ま
す

。

そ
の

た

り

保
健

卜
療
拙

設
の

り

川

を
図

リ

、
区

尺

か
た
れ
で

し
安

心

し

て
医

療
サ
一

ビ
乙
が
受

け
ら

れ
る

よ

う

に
努

め
ま
す

ま

た

、
一卜
水

辿

丿
零
の

促
進

、
公
k
‥
、
交
通

災
占

の

な
い

地
岐
環

境
の

整
備
を

図
る

恥一
知
一

ら
に

、
心
災

等
に
よ

る
陂

害
を
駸

少

限
に

く
い

と
め
る
よ

う
拙

策
を

推
逆

し

ま
す

。
計
画

事
業

健
康
の
保
持
と
保
健
医
療

施
設
の
整
備

〇

試
験
検

査
体
制

の
整

備

後
刈

検

介
セ

ン
タ
一

設
置

、
か
所

○

保
健
所

、
保

継
利
談

所
の

幣
備

前

期

改

築
l

か
所

後

期

改

築
一

か
所

○

保
健
所

一
傑

健
相

談
所
の

段
備

充
実

・
X

楾
装
置

前
期

一
か
所

後
期

か
所

・

歯

糾
ユ

ニ
ッ
卜

前
闡

一

か
所

後
刈

一
か
所

・

ビ
デ
オ
装

置

前
刈
h

か
所

○

成
八

病

。r防

対
碵

区

民
検
診

の
允

実

c

帖
呻

酌
1

対

策

吐

会
復
帰

収
支

の
充

実

c

健
康

体
力

増
進

セ
ン
タ
一

の

設

置
後
期

一
か

所
c

保
継

保
攴

咄
設

の
整
備

隋
刈

保
健

傑
政
哇

設
設

置一
か

所

ご

休
日

改
問

診
療
咄

設

の
確
保

拔
期

休
日

診
療
所

設
a

一

か
所

区
民
の
健
康
を
守
る
公
害

対
策

〇

大
気

汚
染

監
現
室

の
幣

備

後
期

中
火

監
視

シ
乙

ア
ム

一導

人

○

水
質

汚
濁

監
税
童

の
設

置

後
間

叫

か
所
0

一

公
占

刈
定

分
杤

室
の

撃
備

後
間

検
介

セ

ン
タ
一

設
置

(
移

転
改

築
一

か
所

〇

混

作
地
区

の
整

伽

前
期

現
況

調
査

後
期

整
備

計
画

策
定

歩
行
者
の
安
全
対
策
と
交

通
安
全
思
想
の
普
及

〇

細
伽
路
計
両
の
策
定

前
期

私
道
現
況
一調
査

後
刈

計
画
策
定

下
水
道
事
業
の
促
進
と
ま

ち
の
美
化
・
資
源
愛
護

〇

ド

水
遊

技
線

の
9

備

前

則
J

而

瓜

ヘ
ク

タ
ー
ル

後
期

二

、
四

八
儿

ヘ
ク

タ
ー
ル

○

公
捉

便
所
の

幣
備

・

公
Ⅲ

便
所

前
刈

ミ
二

か

所

後
刈

ミ

瓦
か

叫

・

児
燉

遊
一
剛
便
所

前
期

ス

か

所

後
期

ミ

か

所

一

公

妝
便
所

前
期

一
か

所

地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
防

災
対
策

〇

防
災
区

民
組

織
の
育

成

・

組

織
結
成

促
進

前
期

四
ヒ
団

体

・

設

備
助
成

前
期

ヱ
(

○
団

体

後
明

四
〇

団
体

〇

防
災

活
動
拠

点
の

確
保

前

期

五
か
所

後

期

二

か

所

○

災
害

備
蓄
介

庫

の
整
備

前

期

二

か

所

後
期

一
か

所
O

協
蓄

物
品

の
確

保

備

蓄
物

品
の
拡

充

〇

飲
料

水
の

確
保

前

刈

防
災

川
叶

水
槽
の

幣
備

六
か

所
O

柚
報

辿
絡

体
制

の
整
備

前

期

同

轍

系
無

線
f

局

の
設

置

匸
一
〇

か

所

〇

排

水
場

、
水

門
の

改
修

整
備

・

排
水

場
設

置

前
期

一
一
か
所

・

排

水
場

晧
設
*
3
備

前
期

二
〇

か

所

後
期

三

か
所

・
m

改

修

前
期

紅
か
所

後
期

ご
Iか

所

・

水

門
改

修

前
期

二

〇
か

所

後
期

四

か

所

・

排

水
劣

撤
去

後
期

卜
か

所

〇

公
共

溝
渠

の
改
良

り
備

前

期

二

二

八
○

○
メ

ー
ト

ル

後
期

一
六
一

儿
O
O

メ
一

ト

ル



昭 和55 年9 月1 日区 の お 知 ら せ第518 号
( 4)( 5)

1　首都の生活をささえる自立するまち

(
1
)
区
の
自
治
権
拡
充

基礎的自治
体優先の事
務配分と権
限委譲の促
進

都区機能分担の明確化と幕礎的自治体陵先
の事務配分

ま ちづ く り 柚 限 の 強 化( 都 市 計 画 権 限 の 拡
充)

税財政制度
の改蕃によ
る財政自主
権の確立

国、都との税源の再配分
超過負担の解消等、国、鄒の紺助制度の改善
地方債剛度の改善と活用
地方交付杖制度の改善
囲 辺 区 格 差 是 正 の た め の 都 区 財 政 制 度 の 改

再

受益者負担の適正化
新財源の確保の検討

自主的な人
事 遯 営 制 度

の確立

人 事 委 員 会 の 独 自 般 置 の 検 討

人 事 執 行 体 制 の 竪 傭

(
2
)
区
民
自
治
の
推
進

自冶意識の
高鳩

区民憲章の制定、推進

区民会議等の設置検討

区民番加の
機曾と情報
の提供

広報活動の充実
広亀活動の充実
パブリシティ活動の充実
区内企業の区政への参加と協力の促進
区施設の管理運営への区民の参加
区政責料窒の設置
区艮参加に対心する行政組織の賢備

地 域 社 会( コ ミ ュ ニ テ ィ) 形 成 の 推 進

(
3
)
広
域
的
行
政
の
展
開

関係自治体
等との提携
・協譌の強
化

都、特別区及び特別区相互の提携・協調体制
の整備
隣 接 自 柚 体 と の 連 絡 提 携 体 制 の 整 備
課 題 ・ 事 業 に 対 応L た 関 係 自a 休 ・ 公 的 饑
闇 等 と の 協 調 休 制 の 簪 値

都市等との
提検推進

外国姉妹都市との提携
国内類似都市との提携
山村との友好閥係促進

(
4
)
魅
力
あ
る
中
心
市
街
地
の
形
成
と
地
元
商
業
の
育
成

商店街の環
境整備

駅前商業地区の再開尭・整備
地域商店街等の整俑
大型店と地元商店の調和

経営の合理化、近代化

経営改善相畿指導
商店街診断今の実伍
商店の協業化・組織化
商業団体助虞
融資制度の拡充
従業貝の定着指碑
商エセンター建設

区内消賢の
推進

区内硝費の瞥もう
消費者サービスの向上

(
5
)
地
場
産
業
の
育
成
と
都
市
型
工
業
へ
の
転
換

企業環境の
整備

企案の実態飼査の叉晧
エ業の地域的純化の促進
工場等緑化の推延
公害処理施設整偏の促延

経営の合理化、近代化

経営改曹相凝
企業診断の実隗
工場の集団化・租織化(高度化)
工業団体助成
融賢制度の拡充
従業只の定着指導
商エセンター建設

販路拡張対
策

麗 粟 展( 見 本 市) の 開 催

工 戴 製 品 の 開 発 奨 励

(
6
)
農
業
振
興
と
農
地
の
環
境
保
全
機
能
と
し
て
の
活
用

都市農業の
確立

農業経曹相談
農業技術指導
花卉栽培振興
汁浄そ茱集団・ 塲育成
農業施設、土壌改良等への援皿
後継者餐成
都市雇業公園の設置

農 地 の 保 全

文換分合等の奨励
優良集団農地の指定検討
登録農地制皮の導入
区民農園の設置
苗木の栽培委託
農案関係観制の整備

2. 緑と水の豊かな潤いのあるまち

(
1
)
中
小
河
川
・
水
路
の

親
水
的
利
用

河川・水路
の利用

利用計画の策定

河川の親水
的整備

堤防の整備
堤防の緑化
レ クリエーション施設の整備

水罵の親水
的整備

親 水 水 路 の 整 備

自然嘖嘖の
保全

環境保全協定の締結
自然植生、野鳥の保富

水 質 の 浄 化
可川浄化事業の促進
下水道事業の促進
排水の規利、指導の強化

(
2
)
荒
川
河
川
敷
の
総
合
的
利
用

施 設 の 整 備
可 川 吸 公 園 の 遭 成 、 整 備
亡 瀘 辭 難 場 所 の 螯 僵

自然環境の
保全

環境保全協定の締桔
白然植生、野鳥の保護

水 質 の 浄 化
河川浄化事葉の促進
下水瀘事葉の促進
排水の規制、指導の強化

観 光 開 発 花火大会の実施
遊覧船の就航

(
3
)
魅
力
あ
る
公
園
・
緑
地
の
整
備
と

墓
地
公
園
の
確
保

公 園 ・ 緑 地
の 餮 備

公園・緑地の造成、整備
公園等管理運営の充実
児童遊園の造成、整惆
都立公園の整備促進
国・都立公園・緑地の誘致

基 地 公 園 の

整 備
墓地公園の途成、整備

(
4
)
ま
ち
に
四
季
の
花
と
緑
の
確
保

緑の普及
謦もう

緑化思想の啓発
普及行事の実施
自主活動の奨励

苗木の生産
と供給

緑の生産奨励
苗木の栽培委託
苗木即売会の実伍
苗木の配布

民間緑化

花いっぱい運動の食励
住宅地の緑化

公益晧設の緑化工場等の鱗化
地竣緑化モデル地区の指定

公 共 緑 化
公 共 施 設 の 緑 化
縁 直 の 整 備

畭 の 保 全

植生、縁陂度調査(緑の実態調査)
t 壌の改良
農地の保全
緑の保全地域の指定
樹木・附林の保護
グリーン・バンクの整備
緑の通報制度
病・虫害の防除

3. 連帯して築く、心のふれあいの豊かなまち

(
1
)
地
域
社
会
の
連
帯

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成

モデルコミ
ュニティの
形成

地区住尺組織の育成
コミュニティ・カルテの作成
コミュニティ計画の作成

地域の自治
・自主活動
への援助

自治・自主団体の・育成
自治・白主活動の奨励
住区集会所の建設
町・自治会集会所の建設奨晒
崘驫の有飼刊用
コミニニティ広鳩の碍保

(
2
)
定
住
化
を
は
か
る

住
宅
対
策

住環境の整
備

地区計画の作成
此在地区の整備
晒密住宅地区の解消
土地区画唾理事業の促進工場跡地の有効利用
住居・表示の整側

住宅づくり
の楯導

絶合技術指針の作成
住宅の質の向上
集合住宅のタウン・ハウス型への転換
住毛相談、指導の充実
鮫資制度の充実
建築紛争の調整と違反建築取稀強化

(
3
)
消
費
者
の
保
護
と
生
活
物
資
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給

消費者の保
護

商品監視の強化
商品検査厩能の充実
計量・表示の適正化
消費者相談の充実と冊報の収集、提供
消費者教育の充実
鴻費者組織の育成と活動の援助
消費者センターの充実

生活物資の
安定供給

生 鮮 食 料 品 の 安 定 供 給
市 鳩 外 流 通 の 助 成
公 設 小 売 市 鳩 の 整 備

エ ネ ル ギ ー 、
生 活 用 水 の
安 定 供 姶

電 気 ・ ガ ス ・ 生 活 用 水 の 安 定 供 始

省エネルギー思想の啓もう

(
4
)
児
童
福
祉
と
青
少
年
の
健
全
育
成

健 康 の 保 持 孔 幼 児 検 珍 の 充 実

保育の充実

保育園の建設、整仰
保育園の保育内容の充実
家庭福祉貝制度の尤実
児童の累息一時保護の允実
学麗傑宵の充実
母子家庭対策の充実
父子家庭対策の充実

遊び環境の
整備

児童館の建設
児童避間の造成、整仰
遊び広場の確保
総合児産施設の設置検討

健全膏成

相 談 槻 能 の 整 濔充 実
児 童委 員・青 少 年 委 只・体育 指導 委 員 活 動 の 強 化

青 少 年 健 全 育 成 組 織 の 整 備 強 化
青 少 年 団 体 の 育 成
青 少 年 指 導 者 の 養 成

青 少 年 の た め の 各 値 行 事 の 充 実
家 庭 教 育 の 奨 励

児 童 生 徒 の 健 全 生 活 指 碑 充 実
不 良 環 境 の 浄 化 促 進
学 杖 施 設 の 闘 放

青 少 年 施 殴 の 整 偏

(
5
)
婦
人
の
活
助
の
保
障

母性の尊重
と婦人の健
康管理の充
賓

母 性 保 護 の 廠 底

箆康診断の充実

保健思想の普及

生 活 の 安 定

各種相談事業の拡充
家事援助者派遮本業の拡充
ヶア・センター等の髄保
忸子宣寐対轆の介霙

働く環境の
改善

労旬法上の地位向上
育児休業制度等の充実
保育の充実
家内劣働の労働条件改善

教育川練の
尤実

指碑者養成
教育講座の充実
公共職業訓練校の内容充実
撞鮟訓破の糾の樫供

社会参加

婦人問題会議の設置
婦人会館の建設
婦人団体の活動奨励
啓もう普及盾動の推進
廿全教育館の建設
半校等既存施設の開放
婦人行動計画の作成

(
6
)
心
身
障
害
者
の

生
活
の
保
障
と
社
会
参
加

生 活 の 安 定

公的給付の充実
住 宅 設 備 改 良 等 の 融 資 、 賢 什

ヶ ア 住 宅 等 の 確 保

介護の充実
家庭奉仕盾動等の充実
訪問看硬の実施
緊息一時保護の兜実
相互あずけ洽い夸在宅サービスの充実

予防、早期
発見、治療
訓練の充実

早期発見のための検診の充実
公的総合病院等の確保
婚前学級今の実施
通所糾練の充実

就労奨励

就労相談の実施
峨業訓練咄設の擬備
福祉工鳩等の誘致
雇用事業所への助成

社 会 参 加

福祉タクX 一等日常生盾援助の充実
身障者用ライブラりーの設置
都市呟設の改善
福祉作藁所の充尖
陬害者の店設置援助
ボランティアの育成

教育・相談
の充実

相談機能の尤実
劫問指轟等の強化
学校教育・社会教育等の充実

(
7
)
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
と
老
人
福
祉

保健医療及
び訓練の充
実

老人健康診査の尤実
訪問看岐等の充実
在宅機能回復訓練
治療、機能回復体制の整備
ヶアーセンターの設置
ナーシングホーム等の誘致公的絶合痢院の確保
医療保険制度の尤実

生 活 の 安 定

相談機能の整備
寝其乾燥等日粛生活の援助

給食サービスの実伍友愛訪問辱の充実
老人居室の確保
年金齠廖の吻零

就労奨励
就労相談機能の整偏
職業訓練の実施
高齢者事集団の育成

社 会 参 加

敬老遊覧事業等の充実
老人の役割の啓もう活動
老人大学の設置
老人クラブの充実
老人柚祉伍設の整備

(
8
)
低
所
得
者
対
策
と

保
険
、年
金
の
充
実

生活の安定

相談機能の充実
生活保謾の充実
福祉援讀の充実
福祉資金の賢付
職藁訓練の充実
授産施設等の整備

保 険 、 年 金
の 充 実

医 療 保 険 制 度 の 充 実

年 金 制 度 の 尤 実

(
9
)
就
労
対
策
と
勤
労
者
福
祉

中小葷細企業の育成

就労対策
雇用機会の拡大
職業訓練の充実
相談機能の充実

励労者福祉

労働災害の防止と環境整備
従業貝の福利厚生への援助
勁労者福祉池設の整備
家内労働の労働条件改善

4. 健康と安全が保障され、安心して住めるまち

(
1
)
健
康
の
保
持
と
保
健
医
療
施
設
の
整
備

環境衛生対
策

衣験検査体制の整備
凧境衛生監視指導
食品衛生監視指導
そ族・害虫駆除、防疫事業
獣医衛生対策

保健衛生対
策

保健所・保健相談所の整備
保健所・保健相談所の設備充実
衛生教育の廠底
母子保健対策
老人保健対策
成人痢予防対策
桔枝予防対策
伝染痢予防対策
精神衛生対策
医療技術者の確保公衆浴場対策

健康づくり
対策

健康づくりの奨励
栄養指碑の充実
一般健康相談の充実
健康体力増進センターの設置
保健保養施設の整備

医療対策

公的総合病院の確保
地域医療施設の誘致
救急医療施設の確保
休日夜間診療幢設の確保
医療情報センターの般置
災害医療体制の整備
医療保険剛度の充実
医療費公費負担の拡尤
献血運動の推進
医務対悛

(
2
)
区
民
の
健
康
を
守
る
公
害
対
策

相談の充実
と情報の提
供

相談、苦冊処理体制の拡充
公害知哉の普及啓もう
情報の提供
区民の公害自主規制の勧奨
公霽対策!悳議会の凛賞

測定、監視
体制の整偽

大気汚桑監視室の整備
水質汚濁監視室の股置
公害分析室の整備
測定機材の整備
モニター制度の拡充

是生課の規
制・播導

規制・指毒の強化
公客パトロールの実施
産業廃棄楠処理の規制 一指碑
地下水揚水観制
公害防除股仰の設置促進

祇害対策
箆康診断の充実
医療費公費負担等の被害者対策
凧境整備のための助成、融賢
被害の把握と対策の研究

広域的展闘

環境影響評価の制慶化
隣接自冶体等との協睥体制の確立
交通観制等の徹底
公害防止協定の纏綿
混在地区の整備

下 水 姐 の 整 備 促 進

(
3
)
高
速
道
路
の
環
境
対
策

環境対策

輿境彫響評価等の実晧
嗄境伍拔帯の設置促進
緩衝建築初の建設促進
景観の確保

高架下の有
効利用

緑化対策
地域施設の設置
地域防災計画等への対応

バ ス 路 線 綱 の 整 備

(
4
)
歩
行
者
の
安
全
対
策
と
交
通
安
全
思
想
の
普
及

交通安全思
想の普及

交通安全思想の呼及
交通安全運動の展開
白動卓利用自主規制の勧奨

道罵交通環
塊の整備

歩道曁悁
立体横断施設整備
自転車道の唾備
文通安全標識等の設置整備
私道整備の援助
緇斫路計画の策定

交通規制の
徹底

交通法規の強化
歩行者天国の指定
通学路の安全確保とスクールゾーンの指定
通過交通排除地区の指定
交通指導、取り締りの廠底
道露監察の強化

被災毒対策
丈通本故相談の充実
披害者杖済制慶の充実
敘急・救助体制の整備

(
5
)
下
水
道
事
業
の
促
進
と

ま
ち
の
美
化
・
資
源
愛
護

下水道の整
備

下水道曙幹施設の唾備促進
下水岨枝線の整備
下水道普及の徼腹
設偏助成の拡充

清掃業務対
策

ごみ収集・運搬業務の移管促進
ごみ収集サービスの向上
ごみ容器置鳩の設置促進
産案廃棄物処理の規制・指導
し尿処理対策

賢源優腰運
動の推進

ごみ雌量連動の推進不用品再利用運動の促延
不燃ごみ等の生産者回収義務の制度化

ま ち の 央 化

地域美化運動の推進
童地管理の適正化
屋外広告物の規制の適正化
公共便所の整備

(
6
)
防
犯
と
風
紀

の
保
た
れ
る

ま
ち

防犯対策

防 犯 施 設 の 整 備
防 犯 思 想 の 普 及 お よ び 盾 動 の 促 逆

緊 急 連 絡 網 の 整 彌
騅 苙 取 搖 り の 弛 化

風紀の保全
不 良 環 境 浄 化 促 逆

叺 紀 を 守 る た め の 地 域 連 動 の 展 開
青 少 年 の 健 全 育 成

(
7
)
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
防
災
対
策

防災憲識の
高揚

防災教育の徹底
防災訓練の実施
防災区民組織の育成

被 書 の 軽 減

消火器の地域配備
消防水利の確保
渭防力の強化促進
都市ガス化の促進
被害と叶策の調査研究
防火帯の整備と不穂化促進

避難・罹災
者の救援

避難鳩所の整備
避難路の賢備
防災活動拠点の確保
一時集合鳩所の確保
災害備苦倉庫の整備
僖薈物品の確保
飲糾水の確保
医療救護班の娠成と杖岐所の設置
職貝確保対策
小災毒対策の布実

広域防災対
策

情報連絡体制の整俑
隣接自i台体等との防災協定の締結
防災関係機閥との協力体制の整備
地域防災計画の確立

浸水対策

高潮護岸の整備
排水鳩、木門の改修整備公共溝喋の改良整愉
公共溝渠の維持修繕
防災対策用応息資材の確保
下水道の整備

5. 交通施設のととのった便利なまち

(
1
)
総
合
的
な
交
通
対
策
の
た
め
の
体
制
整
備

交通対策の
ための基盤
整備

現行法制度上の文通関係問題点の解決

区岨織の整備
交通・道蒔
計両の確立

文通計画基本鯛査
地区計画の策定
遠路計画基本調査

住 民 及 び 関
係 機 関 と の
協 謫

区民交通問題協議機関の設置
関係自治体交通対策協議機関の設置

(
2
)
鉄
道
網
の
整
備
と

サ
ー
ビ
ス
の
向
上

鉄道誘致及
ぴ肝画取の
早期実現

地 下 鉄7 号 皿 分 岐 線 誘 致

地 下 鉄9 号 線( 千 代 田 線) の 延 伸 誘 致

地下鉄8 号級(有楽町線) の早期実現

運行サービ
スの向上

運転間隔短縮と車両の噌結
国鉄中長慶雌電車の北千佳駅停車
東武槻下り特急・息行竃車の北千佳駅停軍
駅の機能に応じた始発、終希駅の変更

鉄遭施設の
整備 一利用

連絡通路、出入口の増般・改良
駅ホームの改善
案内暗設の整備
文通弱者のための施設整備
鉄道高架下の有効利用

(
3
)
バ
ス
路
線
網
の
整
備
と
還
行
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

バスの定蒔
運行サービ
スのための
対策

バ ス ロ ケ ー シ ョ ン ン ス テ ム の 導 入

バ ス 侮 尤 信 号 の 殴 置

バ ス 専 用 レ ー ン 、 漫 先 レ ー ン の 設 置

バス路線綱の再検肘と
必要路線の
整働

バ ス 路 線 網( 系 統 網) の 再 検 討

パ ス 路 皿 化 道 路 の 整 備

商速直路の活用

地域の特性
にあったバ
ス運行とサ
ービス

バスターミナル設置
運行回数の増及び運行時剣の延長
バス接近表示の設置
ミニバス・デマンドバスの導人
案内施設の整備
交通弱者対策の促逆

(
4
)
新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入

公共交通機
関の連合化
によるサー
ビスの向上

哺算連貨制導入促世
共通パス導入促進

ゾーン運賃制導入促進別引運賃制導入促進
晧線別カラーシステム魯入促進

地丿友 状 況 に

適 合 す る 新
輸 送 機 関 の

導 入

中 ・ 小 皿 輸 送 機 関 の 導 入 研 究

ゆ ・ 小 量 仙 送 機 閥 導 入 の た め の 遠 路 皇 偏

文通量削減
対策

亡域的文通規制促進
マイカー利用の自粛運動の推進
タクシー・バンの相釆り制の碑入促進
共同利用の促進

(
5
)
道
路
網
と
道
路
関
連
施
設
の
整
備

国、都その
他の関係機
閥との調整

都市計画道路の建設促進
国 、 都 等 へ の 要 望 及 び 調 努

市 街 地 開 兄 事 業 の 促 進

道 路 等 の 廠

能 の 明 確 化

追絡台帳の整仰
道路の段階構成と路線の再編成
通過文通排除地区の指定
遣路の認定廃止及び区宥通賂設置
避難路の整備
通学路の安全確保
サイクリング道路の設置

遭路・僑梁
の新設

直路用地の確保
遣路の建設
橋梁の建設

道路橋梁の
改良

通路の拡幅
路面1町溝改良
文差点改良( 隅切りをまむ)
檎梁改良
歩道整備
自履車道の整備

道路橋梁の
維持管理

道路用地の適正管理
適蹐占用の遇正管理
渣路喘梁の維拝修繕

道路付属物
の整備

立体横断施設整備(歩道橋等)
直路照明施設整備
ガードレール・遠路反射鏡設置
バス停留施設の整備
沂路酣・植樹帝の整備
典同溝等の設置促進
交通信号隨、道路標識等の唾備

駅前広鳩の
整備

駅前広鳩整備のための飼査
駅前広場ならびに周辺の施設整備、改魯
駅前広場と駅の有機的結節整仰
管理体制の確立

駐車場の整
備

自 転 車 駐 車 鳩 の 整 備
自 動 車 駐 車 場 の 整 備

6. 歴史や風土を愛し、豊かな教育が保障され、文化の創造できるまち

(
1
)
就
学
前
教
育
の
保
障

施設・設備
の整備充実

施設の適正配置
園舎の整備
私立幼稚園園舎整偏助成
設備・教材等の充実
保育園の整備、充実

就園奨励

公私立功稚園就園奨励費補助
私立幼稚園児保護者負担軽減本業の促進
公立幼碓園保育料の適正化
家庭教育の徹底
児童相岐所の誘致

幼稚園・保
育園の連携

幼碓聞・保育園の適正配置
幼碓園・保龠聞の文流の推進
紬稚園・保育園問圃偏究のための協議会設
置
教貝、保母研修の充実

(
2
)
義
務
教
育
環
境
の
整
備
と
教
育
内
容
の
充
実

教育環境(
施設) の整
備

学杖建設
校地の取得と杖庭の確保
学校規模の適正化と学区域の再編威
特別教室の整備
学校体育館建般
学校プール建設
杖舎防音設惆
学杖植樹(杖庭緑化)
学杖塀改修( ネットフェンス化)
学校諸施設整備

教 青 内 容 の

充 実

教職貝研修の充実と研究活動の推進
教育広報の充実
指碑升画の改善充実
教育設備・備品の充実
教科教材資料の充災
児童一生徒の健全生活指碑
教科外活動の推進
就学援助の充実
級育卷貝会権限の強化

保健 一給食
対質

保健、検診の充実
保健教育の推進
健康管理の充実
保健室の整備
環境衛生検査の強化
給食内容の充実
給食鳩の慶備 ・
給食用度堂の設霞
姶食職員の研修の充実

校外教膏の
充実

林間学園建設、整備
臨海学園建験、整備
移動教塁、夏季行事参加贊助成
学杖農園等の開殴

(
3
)
障
害
児
、病
虚
弱
児
な
ど
へ
の
教
育
の
充
実

心身障害児
対策

功稚閥・保育|匍における心身障害教育の推
進
心身障害学級の増設、整備
障害児就学のための学杖施設の改再
教育機器、器材の充実
教育内容の研究開発
専門職員の確保と賢質の向上
都立高等半杖への心身障客学級の設置

専門教育機
閥・施設の
誘致

都 立 心 身 障 害 教 育 研 究 所 等 、 専 門 噫 設 の 誘
致

教膏相談の
充実

早期発見体制の確立と指碑の充実
相談内容、相談貝の充実
治療・相談機器の整偏

杖育相験センタ
ー及び分室の設置

関係機関・組織との連携化促進
病虚弱児対
策 養護学園の整傭

(
4
)
高
等
学
校
の
確
保

と
大
学
な
ど
高
等

教
育
機
関
の
誘
致

高等学校の誘致と遍正
配置

都立高等学校の誘致

私 立 高 等 学 杖 の 誘 駁

高等教育機
関の誘致

大 学 、 短 大 等 の 誘 致

新しい鳥等教育機閃の誘致
進 学 援 助

育 英 責 金 賢 付 制 度 の 充 実
進 学 資 金 駁 賢 制 度 の 活 用

(
5
)
文
化
財
の
保
護
と
伝
統
芸
能
の
継
承
発
展

文化財の保
護・保全

文化肝の調査と区文化財の指定
文化叶保綬、保全への援助
郷土資料館の建設
潰跡・史跡公園の造成

文化財保護
思想の呼及
・啓もう

文化財関係賢料等の発行
文化財の周知
文化財講座り冓習会の開催
文化財の教材化推進
文化財保護協力団体への助成

伝統芸能の
継承

後継者養成研修の充実
郷土芸能大会の闘催
郷土芸能記録映画の製作
保存会への助成

(
6
)
文
化
施
設
の
整
備
と
文
化
活
動
の
振
興
援
助

文化應設の
整備 廠合文化センター礎設

文化活助の
撮輿

文化祭、区展、各呟講座の開催
文化りーダーの賛成と派遣
自主グループの活動援助
文化口体育成
各種文化情報の収婁及ぴ挫供

図書館活助

図番館建設
移動図書館の充実
フィルム・レコードライブラリーの充実
図書資料の充実
読書習慣の醸成と読番活励の助艮

(
7
)
余
暇
の
増
大
に
対
応
し
た
社
会
教
育
・
体
育
の
振
興

社会教育施
設の整備

吐会教宵館建設
罎人会館建殴
野外活助センター、キャンプ鳩建殴
郁立青年の家肝歓
翦校施設の利用
企裁内施設の闘放促進

社会教育活
助の推進

青年教育の充実
成人教育の充実
婦人校育の充実
区民大学の闘催
自主グループの活動助成
各種情報の収集と提供

区民体育・
スポーツ施
設の整備

咏合スポーツセンターの整仰
地址体育・スポーツ施設の整偏
都立体育・スポーツ施設の誘致
掌杖施設の盾用
企業内体育・スポーツ施設の開放促延

区民体育・
スポーツ活
助の振興

各腫体育・スポーツ行事の充実
スポーツ大牛の開催
体育指導委員の活動強化
スポーツ指導者の養成と派遣
体育団体・久ポーツクラプの育成
健康スポーツの奨励と予防医半の導入
健康体力増進センターの設置
各種情報の収集と提供

7. 計画実現のための条件整備

(
1
)
財
政
自
主
権
の

確
立
と
財
政
運

営
の
合
理
化

財取権の皿
立

税財源の再配分と適正化
超過負担の解消
地方債制皮の改善と活用
釿財源確保の検討

財政運営の
合理化

中・長期の財政計画の咐立
肝源の重点的配分と効率的執行
土地開発公社番の設立と活用
民間賢曾の盾用

(
2
)
執
行
体
制
の
整
備

行取運営の
民主化、近
代化

行政運営の効率化
組織機構の整備
庁舎等の建般、慶備
窓口事番の改善と窓ロサービスの向上
コンピュータの高度利用
施股名称の整理と行政機関管轄区域の調整
行政資科の整備
進行管理の徹底

自主的人事
運営制度の
確立と職員
の福利瓜生

人事委貝会の独白設置検討
人事執行体制の整備
職員研修の尤実
職員の健康管理
職貝厚生施設の整仰

(
3
)
実
施
へ
の
方
策

計画的行取
の推皿

基本計画の策定
基本計画実現のための実晧計画の策定
中・長期の財政計画の樹立

公 共 用 地 の
確 保

公 共 用 地 の 先 行 取 伶

住民参加と
区民の協力

住民番加の機会と情報の提供
性区施験の整備
広域地娘(ブロック)施設の整備
法人区民の区取への参加と協力の促進
区民憲皿の制定と推進

国、都など
の事業促進

国、都などの直轄事業の促進

国、都などの施設の積極的蹲散
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5

交
通
施
設
の
と
と
の
っ
た
便
利
な
ま
ち

区
民
が
日
常
生
活
に
お
い
て
、休

系
的
に
整
術
さ
れ
た
交
通
縮
設
の
利

川
に
よ
り
、
快
適
で
便
利
な
生
活
が

竹
め
る
よ
う
に
し
ま
す
。

そ
の
た
め
。
整
備
の
遅
れ
て
い
る

地
域
へ
の
鉄
道
網
の
開
発
整
備
と
、

こ
れ
を
補
完
す
る
バ
刄
路
線
網
の
整

備
を
図
る
と
と
も
に
、
運
行
サ
ー
ビ

ス
の
向
匚
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、

辿
路
網
そ
の
他
の
交
通
関
辿
施
設
の

整
備
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
し

い
交
通
需
要
に
対
応
す
る
新
交
通
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
検
計
を
進
め
、

足
立
区
の
地
域
特
性
に
適
合
し
た
総

合
的
な
交
通
休
系
を
確
包
し
ま
す
。

計
画
事
業

総
合
的
な
交
通
対
策
の
た

め
の
体
制
整
備

○
　
交
通
計
画
雌
本
調
査

前
期

区
内
交
通
機
関
休
系
の
あ

り
方
に
つ
い
て
調
査

○
　
道
路
計
画
基
本
調
介

道
路
網
祭
備
の
あ
り
方
に
つ

い
て
調
査

道
路
網
と
道
路
関
連
施
設

の
整
備

○
　
道
路
汽
帳
の
幣
備

道
二
水
)
路
二‥帳
の
整
備

○
　
道
路
川
地
の
確
傑

前
期
　
　
五
、六
〇
〇
平
方
メ

ー
ト
ル

後
期
　

三
六
、〇
〇
〇
平
方
メ

ー
ト
ル

○
　
辿
路
の
建
設

前
期
　
　

―
、四
〇
〇
胼
な
メ

メ
ー
ト
ル

後
期
　

二
几
、
0
0

嘔
ぢ
メ

ー
ト
ル

○
　
橋
梁
の
建
設

前
刈
　
　
　
　
　
　
　
　
一
橋

後
刈
　
　
　
　
　
　
　

こ
橋

○
　
道
路
の
拡
帖

前
期
　
　

二
、
h
O
O
郛
な
メ

ー
ト
ル

後
期
　
　
匸
二
匸
五
○
○
平
方
メ

ー
ト
ル

○
　
路
面
仙
溝
改
良

・
　
路
面
補
修

前
期
　
五
八
几

二
じ
○
平
打

メ
ー
ト
ル

後
期
　
五
八
一
、二
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル

・
　
仙
溝
整
備

前
期
　

八
卜
、丘
○
○
メ
ー

ト
ル

後
期
　
　
　

八
五
匸
五
〇
〇
メ

ー
ト
ル

○
　
橋
梁
改
八

前
期
　
　
　
　
　
　
　

卜
橋

後
期
　
　
　
　
　
　
　

十
唱

○
　
歩
道
整
備

・
　

歩
道
設
置

前
期
　
一
一
、
七
こ
○
平
方
メ

ー
ト
ル

後
期
　
T
(

、
川
0

平
な
メ

ー
ト
ル

・

公
共
溝
渠
の
ふ
た
か
け

前
期
　
　
　

二
五
、
二
五
〇
メ

ー
ト
ル

後
刻
　
　
　

儿
、
四
五
〇
メ

ー
ト
ル

○
　
道
路
川
地
の
適
正
管
理

・

区
域
表
示

前
期
　

四
二
四
、
五
○
○
メ

ー
ト
ル

後
期
　

四
二
川
:

瓦
○
○
メ

ー
ト
ル

・
　
用
地
処
理

前
期
　
　

一
六
コ

○
O
O

メ

ー
ト
ル

後
期
　
　

一
六
匸

○
○
○
メ

ー
ト
ル

○
　
况
体
横
断
咄
設
幣
備
(
歩
道
橋

等
)

前
期
　
　
　
　
　
　
　

二
か
所

後
期
　
　
　
　
　
　
　

二
か
所

○
　
道
路
昭
明
施
設
整
備

・

街
路
灯
新
設

前
期
　
　
　

屁

、
○
○
○
灯

後
期
　
　
　
三
、四
回
六
灯

・
　
街
路
灯
改
修

前
期
　
　
　
ヒ
、一
0
0
灯

後
期
　
　
　

七

、
匕
○
○
灯

・
　
横
断
歩
辿
灯
設
置

前
期
　
　
　
　
　

瓦
○
○
灯

後
期
　
　
　
　
　

卜
○
○
灯

○
　
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
・
道
路
反
射
鏡

設
置

・
　

ゲ
ー
ト
レ
ー
ル
設
置

前
期
　
　
五
○
、元
○
○
メ

ー
ト
ル

・
　

道
路
反
射
鏡
設
維

前
期
　
　
　

―
、
○
川
〇
本

後
期
　
　
　

二

八
〇
〇
本

○
　
街
路
樹
・
梢
樹
帯
の
整
備

・
　

街
路
樹
梢
樹

前
刈
　
　
　
　
　

川
〇
〇
夲

後
期
　
　
　
　
　

こ
八
○
夲

・

ふ
み
か
た
め
防
卍
盤
設
置

前
期
　
　
　
　
　
三
0
0
基

後
期
　
　
　
　
　
三
0
0
雌

・
　

植
樹
帯
設
置

前
期
　
　
　

五
〇
〇
平
方
メ

ー
ト
ル

陂
川
　
　
　

八
○
○
平
方
メ

ー
ト
ル

○
　
駅
前
広
場
整
備
の
た
め
の
調
査

前
期
　
基
礎
調
介
の
実
施

○
　
自
転
亟
駐
嘔
場
の
整
備

・
　
自
転
収
駐
叭
場
の
設
'皿

前
期
　
　
　
　
　
　
三
か
所

後
期
　
　
　
　
　
　
二
か
所

・
　
既
設
駐
車
場
の
重
層
化

後
期
　
　
　
　
　
　

こ
か
所

6

歴
史
や
風
土
を
愛
し
、豊
か
な
教
育
が
保
障

さ
れ
、
文
化
の
創
造
で
き
る
ま
ち

次
代
の
足
立
区
を
扣
う
f

ど
も
や

青
少
年
が
健
や
か
に
育
ち
、
す
べ
て

の
区
民
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
の
な
か
で
豊
か
な
教
育
を
乍

受
す
る
二
と
が
で
き
、
文
化
が
は
ぐ

く
め
る
よ
り
に
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
義
愕
教
育
を
は
じ
め

と
す
る
学
校
教
育
環
境
の
整
備
と
、

教
育
内
容
の
充
実
を
図
り
、
す
べ
て

の
児
収
・
生
徒
の
能
力
や
佃
性
を
酘

人
限
に
仰
ば
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
児
人
の
残
し
た
歴
史
的
遺

産
で
あ
る
文
化
財
等
の
保
直
・
保
令

に
努
め
る
と
と
も
に
、
香
り
鳥
い
文

化
を
創
造
す
る
た
め
、
区
民
の
文
化

的
、
教
育
的
環
境
の
整
備
を
図
り
、

区
民
の
自
、ぞ
的
な
学
習
活
動
を
釛
艮

し
、
そ
の
活
発
化
を
め
ぎ
し
ま
す
。

計
画
事
業

義
務
教
育
環
境
の
整
備
と

教
育
内
容
の
充
実

〇
　
学
校
建
設

・
新
設
　
小
乍
校
　

中
学
校

前
刈
　
　
三
枚
　
　
四
校

後
期
　
　
二
校
　
　
三
校

・

増
築

小
字
杪
　

中
学
校

前
期
　
　
匕
枚
　
　
一
二
枚

後
期
　
　
三
校
　
　
川
校

○
　
校
地
の
取
得
と
校
庭
の
確
保

・
　
新
設
枚

小
学
校

中
学
校

前
期
　
　
　

二
枚
　

二
校

後
期
　
　
　
三
枚
　
四
枚

・
　
拡
張
　

小
学
校

中
学
校

前
期
　
　
　
五
枚
　
斤
校

後
期
　
　
　

、卜
枚
　

斤
枚

○
　
学
校
休
育
館
建
設

・
　
新
設
　

小
学
校

中
学
校

前
期
　
　
　

三
枚
　

四
枚

後
期
　
　
　
二
枚
　
二
枚

・
　
改
築
　

小
学
校

巾
学
校

前
期
　
　
　

一
枚
　

儿
校

後
期
　
　
　

二
枚
　

儿
校

○
　
学
校
プ
ー
ル
建
設

・
　
新
設
　

小
学
校

中
学
校

前
期
　
　
　

四
校
　

四
校

後
期
　
　
　

―
枚
　

三
枚

・
　
改
築
　

小
学
校

中
学
校

前
期
　
　
　
二
咬
　
二
校

後
期
　
　
　

一
校
　

二
枚

○
　
枚
忿
防
汗
設
備

前
川
　
　
　
　
　
　
　
五
枚

後
期
　
　
　
　
　
　
　

斤
枚

〇
　
学
校
植
樹
(
校
庭
緑
化
)

前
期
　
　
　

二
八
、
〇
〇
〇
本

後
期
　
　
　

一
二

、
○
O
O

本

○
　
乍
校
塀
改
修
(
ネ
″
ト
フ
ェ
ン

ス
化
)

前
期
　

、
○
O
O
‘メ
ー
ト
ル

後
期
　

ノ

、
○
○
○
メ
ー
ト
ル

○
　
学
校
諸
施
設
整
備

校
舎
窓
枠
改
修
、校
庭
環
境
整
備
、

陶
芸
小
屋
設
置
そ
の
他
膾
設
の
整
備

○
　
教
育
設
備
・
備
品
の
充
実

レ
ス
ポ
ン
ス

ー
ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー
、

ラ
ー
ニ
ン
グ
こ
フ
ボ
ラ
ト
リ
ー
等

教
育
用
機
器
の
導
人

○
　
保
健
室
の
幣
備

・
　

保
健
室
拡
張小

学
校

中
学
校

前
期
　
　
　

匕
校
　

八
校

○
　
林
間
学
園
建
設
、整
備

前
期
　
　
　
　
　
　
　
　

一
園

○
　
臨
海
学
園
建
設

、
幣
備

後
期
　
　
　
　
　
　
　
　

一
園

障
害
児
、病
虚
弱
児
な
ど

へ
の
教
育
の
充
実

○
　
心
身
障
害
学
級
の
増
殿
、幣
備

・
　
新
増
設

前
期
　
　
　
　
　

丿
一
学
級

後
期
　
　
　
　
　
　

六
学
級

・

施
設
改
修

前
期
　
　
　
　
　
　

二
七
校

○
　
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
及
び
分
室

の
設
置

前
期
　
　
　
　
　

分
室
　
一
館

後
期
　
　
　
　
　

分
室
　

】館

○
　
養
護
学
園
の
整
備

前
期
　
　
　
　
増
改
築
　
一
閥

文
化
財
の
保
護
と
伝
統
芸

能
の
継
承
発
展

○
　
郷
h
資
料
館
の
建
設

前
期
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
　

館

○
　
遺
跡
・
史
跡
公
園
の
造
成

・
　

心
跡
公
園
設
置

後
期
　
　
　
　
　
　
一
か
所

・
　

史
跡
公
園
設
置

前
期
　
　
　
　
　
　

一
か
所

文
化
施
設
の
整
備
と
文
化

活
動
の
振
興
援
助

○
　
総
今
交
化
セ
ン
タ
ー
建
設

後
期
　
　
　
　
　
　
　
　

一
館

○
　
図
書
館
建
設

・

中
央
館

後
期
　
　
　
　
増
築
　
一
館

・

地
域
館

加
期
　
　
　
　

新
設
　
六
館

改
築
　
一
館

後
期
　
　
　
　

新
設
　
三
館

・

分
館

前
期
　
　
　
　

改
築
　
一
館

余
暇
の
増
大
に
対
応
し
た

社
会
教
育
・
体
育
の
振
興

○
　
社
会
教
育
館
建
設

前
期
　
　
　
　
　
　
　

六
館

後
期
　
　
　
　
　
　
　

五
館

○
　
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
、キ
ャ
ン
プ

場
建
設

前
期
　
　
　
　
　
　
　

一
か
所

○
　
総
人
‥ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
整
備

前
期
　

陸
上
競
技
場
　

一
か
所

プ
ー
ル
　
　
　

ー
か
所

児
童
球
技
場
そ
の
他

○
　
地
域
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

整
備

・
地
域
体
育
館

前
期
　
　
　
　
　
　

四
館

後
期
　
　
　
　
　
　
　

一
館

・

地
域
プ
ー
ル

前
期
　
　
　
　
　
　

二
か
所

後
期
　
　
　
　
　
　

一
か
所

・
　

野
球
場

前
期
　
　
　
　
　
　

五
面

後
期
　
　
　
　
　
　

七
面

・

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

前
期
　
　
　
　
　
　

四
面

後
期
　
　
　
　
　
　

六
面

▲ 大鷲神社しし舞い

▼ 総合スポーツセンター完成図
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土
地
利
用
計
画

調
和
の
と
れ
た
都
市
環
境
を
つ
く
る
た
め
に

調
和
の
と
れ
た
環
境
の
な
か
で
、
健
康
と
安
全
が

保
障
さ
れ
、利
便
と
快
適
が
確
保
さ
れ
る
都
市
を
つ

く
り
あ
げ
る
こ
と
が
基
本
計
画
の
目
指
す
方
向
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
望
ま
し
い
ま
ち
づ
く
り
は
、

限
ら
れ
た
土
地
を
適
切
に
保
全
し
、
有
効
に
活
用
し

て
い
か
な
け
れ
ば
達
成
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。近

時
に
お
け
る
急
激
な
都
市
化
の
進
展
は
、
周
辺

地
域
で
の
ス
プ
ロ
ー
ル
化
、
既
成
市
街
地
で
の
過
密

化
と
用
途
の
混
在
な
ど
居
住
環
境
の
う
え
か
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
を
提
起
し
て
い
ま
す
。

土
地
利
用
計
画
は
、
区
の
全
域
に
お
け
る
土
地
の

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
利
用
を
誘
導
し
な
が
ら
。同

一
地
域
内
に
多
様
な
機
能
が
無
秩
序
に
混
在
し
な
い

よ
う
、
ま
た
、混
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
各

種
の
問
題
点
の
解
消
を
図
り
、
良
好
な
生
活
環
境
を

確
保
し
て
い
く
と
と
も
に
機
能
的
な
都
市
活
動
を
保

障
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
生
活
環
境
と
経
済
活
動
が
そ
れ
ぞ
れ

に
調
和
し
な
が
ら
、
発
展
す
る
方
向
で
、
住
環
境
整

備
を
優
先
す
る
居
住
地
の
設
定
、
産
業
の
振
興
を
図

る
就
業
地
の
設
定
な
ど
、
土
地
利
用
の
目
的
に
沿
っ

た
適
正
配
置
を
図
り
、
都
市
計
画
や
各
種
施
設
の
配

置
な
ど
、
具
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
施
策
を
決
定
す
る

う
え
で
、
指
針
の
役
割
を
は
た
す
も
の
と
し
て
計
画

し
ま
し
た
。

足立区土地利用現況図

土地利用計画図
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計画実現のための条件整備

財
政
自
主
権
の
確
立
と
財

政
運
営
の
合
理
化

○
　
基
礎
的
自
治
体
と
し
て
、区
民

の
負
託
に
応
え
、
計
画
的
行
政
を

執
行
す
る
た
め
の
基
盤
で
あ
る
財

政
権
の
確
立
を
め
ざ
し
、
国
・
都

に
対
し
積
極
的
に
働
き
か
け
を
し

て
い
き
ま
す
。

○
　
中
・
長
期
の
財
政
計
画
を
樹
立

し
、
財
源
の
重
点
的
配
分
と
効
率

的
な
執
行
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

合
理
的
、
科
学
的
な
方
式
の
採
用

等
を
検
討
し
、
財
政
運
営
の
合
理

化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

執
行
体
制
の
整
備

○
　
事
務
事
業
の
見
直
し
を
進
め
、

不
要
不
急
事
務
事
業
の
整
理
統
合

等
、
事
務
処
理
の
簡
素
化
、
合
理

化
を
図
り
ま
す
。

○
　
事
務
事
業
の
目
標
と
執
行
状
況

を
的
確
に
把
握
す
る
た
め
、
進
行

管
理
体
制
を
整
備
し
、
そ
の
徹
底

を
図
り
ま
す
。

○
　
行
政
需
要
に
適
切
に
対
応
で
き

る
組
織
機
構
の
整
備
を
図
る
と
と

も
に
、
職
員
研
修
を
充
実
し
職
貝

の
資
質
向
上
に
努
め
ま
す
。

○
　
窓
口
事
務
の
効
率
化
、
能
率
化

に
よ
り
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
や

窓
口
の
互
換
性
を
図
り
ま
す
。

○
　
高
度
化
、複
雑
化
す
る
行
政
需

要
に
対
応
す
る
た
め
、プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
保
護
に
つ
い
て
十
分
配
慮

し
な
が
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
高

度
利
用
を
図
り
ま
す
。

○
　
新
第
二
庁
舎
の
建
設
な
ど
、
老

朽
化
し
た
庁
舎
等
の
整
備
を
図
り

ま
す
。

○
　
区
施
設
名
称
の
整
理
及
び
行
政

機
関
管
轄
区
域
の
調
整
を
図
り
ま

す
。

実
施
へ
の
方
策

〇
　
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
実
現

を
、
よ
り
担
保
す
る
た
め
、
三
か

年
間
の
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

○
　
建
設
事
業
等
の
円
滑
な
執
行
の

た
め
、
土
地
開
発
公
社
等
を
設
立

す
る
な
ど
、
民
間
資
金
の
活
用
及

び
公
共
用
地
の
先
行
取
得
を
推
進

し
ま
す
。

○
　
区
民
へ
の
き
め
こ
ま
か
な
情
報

提
供
と
、
区
の
諸
施
策
へ
の
住
民

参
加
方
式
の
制
度
化
の
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

○
　
国
・
都
等
の
施
設
の
積
極
的
な

誘
致
及
び
直
轄
事
業
の
促
進
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

地 域構成 設定基 準

国
、
都
な
ど
へ
の
要
請

こ
の
基
本
計
画
は
、
区
の
権
限
や

行
政
領
域
を
超
え
た
も
の
も
あ
り
ま

す
。従

っ
て
、
そ
の
事
業
量
や
範
囲
は
、

膨
大
多
岐
に
わ
た
り
国
、
都
な
ど
の

協
力
援
助
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
実
現

は
困
難
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
基
礎
的
自
治
体
と
し
て

主
体
的
に
事
業
執
行
が
で
き
る
よ
う

現
行
行
財
政
制
度
の
抜
本
的
な
改
正

さ
ら
に
、国
、
都
な
ど
の
直
轄
事
業

の
促
進
、
施
設
の
誘
致
な
ど
、
特
に
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
事
項
の
促
進
を
積
極

的
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

1
首
都
の
生
活
を
さ
さ
え

る
自
立
す
る
ま
ち

○
　
都
区
機
能
分
担
の
明
確
化
及
び

基
礎
的
自
冶
体
優
先
の
事
務
配
分

と
権
限
委
譲

○
　
都
市
計
画
権
限
の
拡
充
等
、
法

体
系
の
整
備

○
　
国
と
地
方
自
治
体
と
の
租
税
配

分
の
引
き
上
げ

○
　
超
過
負
担
の
解
消
及
び
補
助
金

の
整
理
統
合
、
事
務
手
続
の
簡
素

化
等
補
助
制
度
の
改
善

○
　
地
方
偵
制
度
に
お
け
る
許
可
制

度
の
撤
廃
、
枠
配
分
、
適
偵
事
業

の
拡
大
及
び
良
質
資
金
の
確
保

○
　
地
方
交
付
税
制
度
に
お
け
る
都

区
合
算
制
度
の
廃
止
及
び
財
政
需

要
を
考
慮
し
た
適
正
な
算
定

○
　
中
小
企
業
に
対
す
る
融
資
制
度

の
改
善
、
経
営
指
導
の
充
実
及
び

中
小
工
場
集
団
化
事
業
の
推
進

〇
　
農
地
に
対
す
る
、
固
定
資
産
税

の
宅
地
並
課
税
制
度
や
、
相
続
税

の
猶
予
制
度
の
改
善

2
緑
と
水
の
豊
か
な
潤
い

の
あ
る
ま
ち

○
　
河
川
の
堤
防
・
護
岸
の
整
備
、

堤
防
の
緑
化
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
施
設
の
整
備

〇
　
荒
川
河
川
敷
の
中
に
あ
る
指
定

広
域
避
難
場
所
を
分
断
し
て
い
る

放
流
渠
の
】部
ふ
た
か
け
や
架
橋

○
　
都
立
江
北
、
舎
人
、中
川
公
園

の
早
期
実
現
と
施
設
内
容
の
充
実

3
連
帯
し
て
築
く
心
の
ふ
れ

あ
い
の
豊
か
な
ま
ち

○
　
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行

○
　
ミ
ニ
開
発
規
制
、
宅
地
価
格
安

定
対
策
の
推
進

○
　
流
通
機
構
の
整
備
、
消
費
者
物

価
安
定
対
策
の
推
進

○
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
生
活
用
水
の
安

定
供
給

○
　
児
童
相
談
所
の
設
置

○
　
法
制
上
の
女
性
の
地
位
向
上

〇
　
母
性
保
護
基
準
の
引
き
上
げ
、

育
児
休
業
制
度
の
充
実
及
び
育
児

時
間
の
廷
長

○
　
心
身
障
害
者
の
た
め
の
街
づ
く

り
及
び
ケ
ア
住
宅
、生
活
寮
等
の

建
設

○
　
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
、
老
人
居

室
付
住
宅
の
建
設
等
老
人
福
祉
対

策
の
推
進

○
　
生
活
保
護
基
準
の
引
き
上
げ
と

福
祉
手
当
の
改
善

○
　
医
療
保
険
制
度
、
年
金
制
度
の

充
実

○
　
雇
用
機
会
の
拡
大
、職
業
訓
練

の
充
実
等
就
労
対
策
の
推
進

4
健
康
と
安
全
が
保
障
さ
れ

安
心
し
て
住
め
る
ま
ち

○
　
高
度
な
専
門
的
医
療
を
中
心
機

能
と
し
た
公
的
総
合
病
院
の
誘
致

○
　
休
日
等
に
お
け
る
急
病
対
策
の

拡
充

○
　
環
境
影
響
評
価
の
制
度
化

○
　
救
急
救
助
体
制
の
強
化
と
救
急

医
療
体
制
の
整
備

○
　
下
水
道
基
幹
施
設
の
整
備

○
　
警
察
署
、
交
番
、
派
出
所
の
増

設
と
適
正
配
置

○
　
犯
罪
取
締
り
の
徹
底
と
パ
ト
ロ

ー
ル
の
強
化

○
　
消
防
署
、
消
防
出
張
所
の
増
設

と
適
正
配
置
及
び
消
防
力
の
増
強

5
交
通
施
設
の
と
と
の
っ

た
便
利
な
ま
ち

○
　
地
下
鉄
七
号
線
分
岐
線
の
誘
致

○
　
千
代
田
線
の
北
綾
瀬
駅
以
北
へ

の
延
伸
誘
致

○
　
地
下
鉄
八
号
線
の
早
期
実
現

○
　
交
通
対
策
上
の
特
別
区
の
権
限

強
化
等
法
体
系
の
整
備

○
　
鉄
道
輸
送
力
増
強
、安
全
確
保

対
策
の
充
実

○
　
国
鉄
中
長
距
離
、
東
武
下
り
特

急
、
急
行
電
車
の
北
千
住
駅
停
車

○
　
都
市
計
画
道
路
の
早
期
完
成

○
　
駅
前
広
場
の
整
備
に
関
す
る
鉄

道
事
業
者
の
費
用
分
担
、整
備
手

法
等
の
基
準
の
制
度
化

〇
　
自
転
車
の
放
置
禁
止
、
放
置
自

転
車
の
処
分
権
等
の
法
制
化

6
歴
史
や
風
土
を
愛
し
、
豊

か
な
教
育
が
保
障
さ
れ
文

化
の
創
造
で
き
る
ま
ち

○
　
公
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補

助
の
充
実

○
　
私
立
幼
稚
園
児
保
護
者
負
担
軽

減
事
業
の
充
実

○
　
特
別
区
教
育
委
員
会
の
権
限
の

強
化

〇
　
都
立
高
等
学
校
へ
の
心
身
障
害

学
級
の
設
置

○
　
都
立
心
身
障
害
教
育
研
究
所
等

専
門
施
設
の
誘
致

○
　
都
立
高
等
学
校
の
誘
致
と
適
正

配
置

○
　
大
学
、
短
大
な
ど
高
等
教
育
機

関
の
誘
致

○
　
都
立
青
年
の
家
の
誘
致

○
　
都
立
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

誘
致

基本計画実現のしくみ

▼
記
念
乗
車
券
か
ら
転
載

基
本
計
画
に
つ
い
て
く
わ
し
く

知
り
た
い
方
は
、

企
画
部
企
画
課
へ

電
話
(
八
八
二
)
一
一
一
一

内
線
七
〇
四
～
七
〇
七


